
保育現場からコロナ
対応について考える

一般社団法人 日本保育者支援協会

顧問 新保 庄三（しんぼ しょうぞう）



コロナ対応について

１、コロナの自治体の取り組み

１）休園 指定園で

全園で

２）自粛要請 現場まかせ

３）開園



２、防げない どこでも起きる 玄関まできている

１）起きるという覚悟

２）シュミレーションをする

①起きた時 ②休園中 ③開園の時

３）大切なことは

自園の子どもの発達を保証するのは自分であるという自覚

↓

コロナ禍の新しい保育をつくる

大事なことは差別しない
仲間づくり



クライシスマネンジメント

将来を左右する分岐点

発生した場合、可能な限り迅速かつ適切な対応をとることで

平常状態へ復旧させることを目的としている

クライシスとは

「危機が発生した場合」のこと



コロナ禍においての保育環境活動事業

• 東京大学大学院教育学研究科附属発達
保育実践政策学センター（Cedep）

遠藤利彦先生・野澤祥子先生と

保育環境などについての研究協力

• 野澤先生と「自園で新型コロナウィル
スがでたとき」共著

※書籍をご希望の場合は、日本保育者支援協会までご連絡ください



コロナ禍においての保育環境活動事業

• 保育環境を良くする機器開発
協力事業

• AI検温パスポート

（株）ﾌｭｰﾁｬｰｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ
〒113‐0033 東京都文京区本郷3-15-2 

本郷二村ビル5階
URL：https://futurestandard.co.jp/

※詳しくは、協会までお問い合わせください



具体的な事例を通して
コロナ禍の保育園運営

を考える
一般社団法人 日本保育者支援協会

顧問 新保 庄三（しんぼ しょうぞう）



園長（リーダー）の考えるワーク

わからせようとすることが問題

やらせようとすることが問題

なぜ問題か



わからないことを否定しない

できないことを否定しない

事実を肯定する



ではなぜわからないのか

やらせようとすることが問題

ここにポイントを置いて考える



その人にあった

指導をチームで考える

具体的な対応策
（ベストではなくベターな考え）



具体的な対応策
（ベストではなくベターな考え）

・目標を下げる

小さな成功事例からしか実践は生まれない

・実践方法の答えは１つではない

違うやり方を考える

自分だったら、相手だったらどう考える

・キーワードは 「プライド」



保育力はチーム

あなたの園は、あなたのクラスはどこのラインにいますか

Ａ 相談・報告・連絡ができている（コミュニケーション）

Ｂ 保育の質のバランスがいい（保育の技‐保育の水準）

C 全職員が同じ方向を向いている（こころざし）



１、職員同士は

笑顔・挨拶 ＋ 今日の健康状態を話す

２、保護者には

名前を呼び 挨拶 そして一言

３、子どもには

１日１回子どもの目をしっかり見て

笑顔で名前を呼んで抱きしめる



３週間、３か月継続して自分の力にする

弱音のはける場所がある（相談室を設ける）

目的 職場の安定 ＋ 保育の安定
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